
離島の基準点整備

国土地理院
Geospatial Information Authority of Japan

基準点測量の方法
明治から行われてきた三角測量は、既知点から新点を

直接見て距離と角度を計測し、三角形の図形の性質を

利用して位置を求める測量です。既知点から直接見えな

いような離島の場合には、星や太陽を観測して位置を計

平成以降、GPS衛星やみちびきなどの測位衛星を利用した

GNSS測量が始まりました．既知点と新点で同時観測を行い、

既知点からの位置の差を求めます。観測点同士が見えなくて

も、衛星からの電波が受信できれば観測ができるため、離島

の基準点整備において位置を求めるために有効な手段です。
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離島の基準点整備状況 国土地理院職員による基準点整備の様子

測する天文測量を実施して既知点を設置し、そこから三角測量を行っていました。
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